小学 時代の 先生方から 学校教育 を 受けた 外に 同学の 

友達から は 色々 の 大切な 人間 教育 を 受けた。 そういう 

友達の 中に も 硬派と 軟派と 二種 類あって、 その 硬派の 

首領 株から はだい ぶ いじめられた。 板 垣 退 助 を 戴いた 

自由党が 全盛の 時代であった ので、 軍人の 子供で ある 

自分 は、 「官権 党の 子」 だとい う 理由で いじめられた。 

東京 訛が 抜けなかった ために 「他国 もんの ベろ 

しゃく」 だと 云って いじめられた。 そうして、 墨 を 

よこさなければ 帰りに 待 伏せす ると 威 かされ、 小刀 を 

くれないと しでる ぞ (ひどい 目に 合わせる) と 云って 

は 脅かされた。 その 頃の 硬派の 首領 株の 一 人 は その後 



じんりき しゃふ 

人力車 夫に なった と 聞いた が、 それから どうな つた か 

一 度 も 巡り合わず それき リ 消息 を 知る ことが 出来ない 

そういう 怖い 仲間と はまる で 感じの ちがう X という 

のが 居た。 うち は 何 商売だった か 分らない が、 その 家 

ふくろう 

の 店先に 小鳥の 籠が いくつか 並べて あった。 梟が 

しゅ. tp< ち つと 

撞木に 止ま つ て まじま じ 尤 もらしい 顔 をして いた こ 

ともあった。 しかし 小 鳥屋 専門の 店ではなかった よう 

な 気がする。 

その X は 色の 白い 女の ように 優しい 子で あ つ たが、 

それが 自分に 対して 特別に 優し 味と 柔らか 味の ある 一 

風 変った 友達と して 接近して いた。 外の 事 は 覚えて い 



ら …… 。 そういう 風に して 結局とう とう 鷹の 夢 を 存分 

に 享楽 させて もらった だけで、 生きて いる 実在の 鷹 は 

とうとう 自分の ものに ならな いでお しまいに なった。 

はじめに 交換条件で 渡した 品 を 返して もらった かもら 

わなかった か、 それ は 思い出せない。 

これな ど は 幼年時代に 受けた 教育の 中で も かなりた 

めになる 種類の もので あつたと 思う。 多分 十 歳く らい 

のこと であった か、 あるいは 七、 八 歳だった かもしれ 

ない。 

X の 消息 は その後 全く 分らな い。 

尤も、 この頃で もや はりと きどき は 「鷹 を 貰い 損な 



う」 ことがある ような 気がする ので ある。 

(昭和 九 年 八月 『行動』) 
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